
１ 評価機関 

 2　受審事業者情報

令 和 6 年 9 月 24 日 ～ 令 和 7 年 3 月 4 日

利用時間
基本保育：午前8時30分～午後4時30分

時間外保育：午前7時～8時30分、午後4時30分～6時
延長保育：午後6時～8時

休　　日 日曜・祝日・年末年始（12月29日から翌年の1月3日まで）

地域との交流 園開放　世代間交流　小中学生、高校生の体験学習　

保護者会活動 保護者会だより発行　保護者会主催夕涼み会

病後児保育 一時保育 子育て支援

健康管理 内科健診年2回　歯科検診年1回　尿検査年2回　視力検査

食事 完全給食　補食

敷地面積 ３１１４．６９㎡ 保育面積 約771.82㎡

保育内容
0歳児保育 障害児保育 延長保育 夜間保育

休日保育

合計

6 18 21 25 25 25 120

（２）サービス内容

対象地域

定　員
0歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

併設しているサービス

午後8時までの長時間延長保育

生後6カ月からの乳児保育

ホームページ http://www.coby.jp/

経 営 法 人 株式会社コビーアンドアソシエイツ

開設年月日 野田市受託　平成2５年4月1日

交 通 手 段 東武アーバンパークライン　七光台駅下車　徒歩8分

電　　話 04-7125-4697 ＦＡＸ 04-7192-6372

（１）基本情報

名　　　称 野田市立北部保育所

所　在　地 
〒278-0046

　千葉県野田市谷津682-2

千葉県福祉サービス第三者評価の評価結果 

（保育所等）

名　　　称 有限会社第一福祉マネジメント

(フリガナ) ノダシリツホクブホイクショ

所　在　地 
千葉県柏市若柴178-4-148-1ウエスト3F
チコルフロア内

評価実施期間
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（R6.10.1）

（４）サービス利用のための情報

サービス決定までの時間

入所相談

利用代金

食事代金

苦情対応

申請時注意事項 子どもと保護者で面接をお願いします。

申請窓口開設時間
月～金曜日(祝日・年末年始は除く)

午前8時30分から午後5時15分まで

第三者委員の設置

窓口設置

申請書の提出は前月の10日まで、決定の場合は翌月1日より入所
(年度当初4月の入所については1月頃から受付)

利用申込方法
野田市健康子ども部子ども保育課で申込みを受け付けています。

＜問合せ先＞野田市健康子ども部子ども保育課保育係
電話：04-7125-1111　内線：2175

専門職員数

 保育士(幼稚園教諭含む)

2 1

保健師  調理師 その他専門職員

27

18 1 1

看護師  栄養士

（３）職員（スタッフ）体制

職　　員
常勤職員 非常勤、その他

12 15

合　計 備　考

当保育所または野田市保育課にて随時受付しております。

保育料は、所得税や市民税等の額と児童年齢で異なります。
午後6時からの延長保育は別途料金がかかります。

3歳以上児については、主食費200円／月、副食費５,２００円／月
がかかります。

保育所／受付担当者：主任保育士
　　　　解決責任者：保育所長

野田市健康子ども部子ども保育課

あり



 3 事業者から利用（希望）者の皆様へ

＜保育理念＞

・健康で明るく豊かな感性を持つ子ども

・のびのびと創造的に自己を表現できる子ども

・国際性の豊かな子ども

・自分から物事に意欲的に取り組み、やりとげる子ども

・おおらかで思いやりがあり、とりまく人々を大切にする子ども

利用（希望）者
へのＰＲ

＜豊かな自然環境＞
7本のいちょうの木が植わる広々とした園庭には、季節によりさま
ざまな虫たちが顔を出し、子どもたちは夢中で遊んでいます。駅近
の立地ですが、周辺にも豊かな自然があふれ、のびのびと遊ぶこと
ができます。

＜北部保育所名物「よさこい」＞
年長児は、一年を通して「よさこい」に取り組みます。一緒に踊る
楽しさを感じながら、お友だちとの絆を深めています。

＜一年を彩り、成長を促す多彩な行事＞
季節や日本文化に触れる行事を、毎月複数回以上行っています。特
に運動会や発表会では、音響や衣装にも徹底的にこだわった本格的
な演出のもとに行い、子どもたちは大きな感動や達成感を得てぐん
と成長します。

＜本物体験を大切にしています＞
給食で使用する食器はすべて陶器やガラス製、木製で、ここには
「物を大切に扱う」ことを知ってほしいという思いがあります。ま
た専属のサッカーコーチによるサッカー保育や、ネイティブスピー
カーによる国際交流保育、体育指導員による体育保育も日常カリ
キュラムに取り入れており、これらの指導はすべて専属スタッフに
より行われています。サッカーについては、習い事としてのサッ
カースクールを利用でき、保護者様の送迎なしで通うことができま
す。

＜食べるよろこびを育てる食育プログラム＞
食育の基本は「おいしい」という体験からと考えています。そこ
で、法人全体の総料理長には元シティホテルの総料理長だった人物
を招聘し、メニュー考案や調理スタッフへの指導にあたっていま
す。また、定期的な「こだわりの逸品プログラム」として、旬のも
のや希少な食材を厳選し、提供しています。他にも毎月の新メ
ニューの提供や、菜園やクッキング保育など様々な食育プログラム
を実践しています。

・夜8時までの長時間延長保育

特　　　徴

サービス方針

（理念・基本方針）

・生後6カ月からの乳児保育

・完全給食の実施

・世代間交流事業

・障害児保育

・地域子育て支援活動



花壇の一角にある菜園で多彩な季節の植物や野菜を育てたり、収穫した土のついたものに触れ
たり、かまどを使って調理して食べたりするなど、野菜の栽培から収穫、調理の体験を通じて、食
べ物を大切にする習慣や自然・人への感謝の気持ちを育む取り組みが行われている。また、「お
いしい」という感動からをモットーに、栄養のバランスとおいしさを追求した昼食・おやつを子どもた
ちに提供している。子ども一人ひとりの状況に合わせた昼食・おやつを提供するために、メニュー
表は、離乳食、3歳未満児用、以上児用に分けるだけでなく、通常食用、宗教食用、アレルギー食
用(アレルギー食材別)等とさらに細分され、除去食ではなく可能な限り代替食を提供している。食
材にはお米は各地のブランド米（新米）を使用したり、野菜は地元の新鮮なもの、肉・魚についても
目で確かめて仕入れている。

地域との関わりを重視した保育が再開されている

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが２類から5類に変更になったことから、これ
まで実施を見送っていた、保育参観、個人面談、懇談会、保育の見学機会(Family Day)、園庭開
放、野田夏祭りでのよさこいの披露、小学校・中学校・高等学校との交流、消防車見学での消防
士との交流、通安全指導での警察官との交流などを順次再開しており、徐々にではあるが、地域
とのつながりを取り戻しつつある。今後も、地域との関係づくりを子どもたちと職員が一丸となって
行うとともに、子どもが多様な体験や交流が出来るような機会を設けていきたいとしている。

より良い保育の実現のために職員間の円滑なコミュニケーションは不可欠であるという高い意識
がある

子ども一人ひとりの成長を促すためには、より良い保育環境の実現が重要であるという認識が、
職員一人ひとりの中にある。そのために、職員同士が信頼し合い、楽しく風通しの良い職場風土
であることが大切であると考えており、職員間の円滑なコミュニケーションを重視している。日ごろ
の保育では、保育手法として異年齢児交流保育と年齢別保育を融合した「マトリクス保育」を実践
しており、「マトリクス保育」では全保育士が全園児と関わるため、インカムを活用して施設長と職
員、そして職員同士が業務の連絡だけでなく、お互いの理解を深め合えるような声かけを行って
おり、職員間の信頼関係の構築や、情報の共有、子どもたちの成長について活発な議論が展開
されている。

自然の恵みを肌で感じることが出来る環境を最大限に活用している

雑木林など自然に囲まれ、いろいろな鳥や昆虫などに触れる機会があり、園のシンボルとなって
いる7本の大きなイチョウの木がある園庭には、野菜を育てる菜園や花壇があり季節の移ろいを
感じられるなど、自然に恵まれた環境の中で保育が行われている。野菜の収穫や調理を通じて、
自然の恵みを肌で感じたり、広い園庭で子どもがサッカーの試合やかけっこなど思い切り体を動
かすことで、心と体の健康を促進したりと、自然に触れることで、子どもたちの心身の発達や健
康、豊かな感性、好奇心、思考力、表現力などが育まれる保育が行われている。

食育を通じて食べ物を大切にする習慣や自然・人への感謝の気持ちを育んでいる

福祉サービス第三者評価総合コメント

「マトリクス保育」を基軸とし子どもが生まれながらに持つ力を引き出す保育が実践されている

人格や様々な能力の土台が形成される大切な乳幼児期の体験を通して、子どもが生まれながら
にして持っている能力を最大限引き出し、豊かな人間性が育まれるよう取り組んでいる。そのた
め、思いやりや優しさ、リーダーシップを育む「異年齢児交流保育」と、しつけや基本的な生活習慣
を学びながら創造性・芸術性・知的能力・運動能力等を開発する「年齢別保育」が融合した創設者
考案の「マトリクス保育」により、保育方針の一つに掲げている「思いやりと『優しさを持つ子ども」
に向かって子どもが成長できるように、そして、子ども自身、保護者や家族、保育者が成長に感動
し分かち合える保育を実践している。

特に力を入れて取り組んでいること



さらに取り組みが望まれるところ

（評価を受けて、受審事業者の取組み）

保育所の運営について、日頃より法人全体や保育所全体、さらに所長や保育士など個人レベル
でも自己評価や振り返りを行っていますが、今回、客観的な見地から評価をいただき、大変参考
になりました。
特に利用者調査ではほとんどの項目で高い結果が得られており、保護者との信頼関係が築けて
いるように感じました。今後も引き続き、さらなる信頼関係の構築に向け、各ご家庭の声を聞きな
がら運営を行って参ります。
課題として挙げられた建物の老朽化については、記載の通り制度上大がかりな改修が出来ない
ため、できる範囲で環境の最適化や安全確保を引き続き行い、市と協力して委託事業者としての
責務を果たします。
保護者との関わりをさらに積極的に行うとともに、引き続き安全を確保しながら、保育サービスを
展開して参ります。

老朽化した建物へのさらなる対策が望まれる

保育所の建物は、耐震構造については安全面の確認が取れているが、築年数が経過しているこ
ともあり、老朽化が目立っている。公設民営園では行政の許可が下りないと大掛かりな改修が困
難であることも、メンテナンスの難しさに拍車をかけている。近年になってようやくエアコンの入れ
替え工事や雨漏りの改修工事が行われ、ある程度の保育環境の改善は観られたものの、温度・
湿度・換気・採光・音などを常に適切な状態に保持することは未だに難しい。また、設備も家庭と
の相違がみられ、生活習慣の変化に対応していないなどの問題がある。保育所で出来る対策は
既に実施されているが、保護者・職員からも改善を要望する声が多くあがっており、大きな課題の
一つになっている。

保護者との交流や対話の機会を積極的に設ける取り組みが期待される

新型コロナウイルスの影響により中止や縮小を余儀なくされていた保護者参加の行事が、感染症
法上の位置づけが2類から5類に変更になったことにより再開され、保護者との交流や情報交換の
機会が取り戻しつつある。保護者に対する情報提供の手段のひとつとして、ICTシステムを導入し
て対応しているが、保護者からは、実際に行われている保育についての対面での情報が不足して
いるという意見がある。保育参観、個人面談、懇談会、保育の見学機会(Family Day)といった保護
者との対面での情報交換の機会を活用することによって、保護者との交流や情報交換が活性化
されることに期待する。

速やかな整理・整頓を行う体制づくりを検討することが望まれる

収納スペースが十分とはいえないため、行事などに使った衣装や・設備・機材といった備品を通路
の空いたスペースに一時保管することがある。また、一部の備品は市の所有であることから、不
要となった備品を処分するためには、園の判断では出来ず、市の許可が必要である。子どもが快
適に遊び、学びやすい環境づくり、災害時の避難経路の確保をはじめとした安全対策、保育士の
作業効率の向上、保育士自身のモチベーションアップなど、より良い保育環境の確保のために
も、市と連携を図りながら、整理・整頓を行うための速やかな体制づくりと実行が望まれる。



■実施数 □未実施数

2 理念や基本方針が職員に周知・理解されている。 3 0

3 理念や基本方針が利用者等に周知されている。 3 0

7 全職員が遵守すべき法令や倫理を明示し周知している。 3 0

12 個人情報保護に関する規定を公表し徹底を図っている｡ 4 0

利用者意見の表明 14 苦情又は意見を受け付ける仕組みがある。 4 0

17 保育所等利用に関する問合せや見学に対応している。 2 0

21 子どもが主体的に活動できる環境が整備されている。 6 0

23 遊びや生活を通して人間関係が育つよう配慮している。 6 0

25 在園時間の異なる子どもに対して配慮がなされている。 4 0

26 家庭及び関係機関との連携が十分図られている。 3 0

28 感染症、疾病等の対応は適切に行われている。 3 0

食育の推進 29 食育の推進に努めている。 5 0

環境と衛生 30 環境及び衛生管理は適切に行われている。 3 0

事故対策 31 事故発生時及び事故防止対策は適切に行われている。 4 0

6 地域 地域子育て支援 33 地域ニーズを把握し、地域における子育て支援をしている。 5 0

136 0

提供する保育の標準
化

教育及び保育の
質の確保

13

教育及び保育の質の
向上への取り組み

15 教育及び保育内容について、自己評価を行い課題発見し
改善に努め、教育及び保育の質の向上に努めている。

16 提供する教育及び保育の標準的実施方法のマニュアル等
を作成し、また日常の改善を踏まえてマニュアルの見直しを
行っている。

2

計画の策定

3

施設の全職員を対象とした権利擁護に関する研修を行い、
子どもの権利を守り、個人の意思を尊重している。

利用者本位の
保育

0

1

人事管理体制の整備人材の確保・養成

4

0

4 0

0

0

0

4 0

0

3

4

利用者満足度の向上を意図した仕組みを整備し、取り組ん
でいる。

0

5 0

19

18 教育及び保育の開始に当たり、教育及び保育方針や内容
を利用者に説明し、同意を得ている。

20 全体的な計画に基づき具体的な指導計画が適切に設定さ
れ、実践を振り返り改善に努めている。

保育所等の理念や保育方針・目標に基づき全体的な計画
が適切に編成されている。

9

特別な配慮を必要とする子どもの教育及び保育が適切に行
われている。

24

4

6

4
身近な自然や地域社会と関われるような取組みがなされて
いる。

22

4

教育及び保育の適切
な開始

標準項目

職員の質の向上への
体制整備

0

10 職員の教育･研修に関する基本方針が明示され、研修計画
を立て人材育成に取り組んでいる。

利用者尊重の明示 11

6

計画の適正な策定

理念の実現や質の向上、職員の働き甲斐等に取り組み指
導力を発揮している。

大項目 中項目 小項目 項目

管理者のリーダー
シップ

理念・基本方針

5 施設の事業計画等､重要な課題や方針を決定するに当たっ
ては､職員と幹部職員とが話し合う仕組みがある。

事業計画が適切に策定され、計画達成のため組織的に取り
組んでいる。

理念・基本方針の
確立

3 0

3 0
理念や基本方針が明文化されている。1

Ⅰ

福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
基
本
方
針
と
組
織
運
営

理念・基本方針の
周知

事業計画と重要課題
の明確化

4

事業所の就業関係の改善課題について､職員（委託業者を
含む）などの現場の意見を幹部職員が把握し改善してい
る。また、福利厚生に積極的に取り組んでいる。

8

職員の就業への配慮

人事方針を策定し、人事を計画的・組織的に行い、職員評
価が客観的な基準に基づいて行われている。

管理者の責任と
リーダーシップ

福祉サービス第三者評価項目（保育所等）の評価結果

5 0

5 0

5

6 0

1

2

4 子どもの発達支援 教育及び保育の計画
及び評価

5 安全管理

子どもの健康支援
0

災害対策 32 地震・津波・火災等非常災害発生時の対策は適切に行わ
れている。 5 0

計

Ⅱ

適
切
な
福
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ー
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27 子どもの健康状態、発育、発達状態が適切に把握し、健康
増進に努めている。 4

4

教育及び保育の
開始・継続

利用者満足度の向上

3



（利用者は子ども・保護者と読み替えて下さい） 標準項目　■整備や実行が記録等で確認できる。 □確認できない。

標準項目

■理念・基本方針が法人・保育所等の内部文書や広告媒体（パンフレット、ホーム
ページ等）に記載されている。
■理念・基本方針から、法人、保育所等が実施する教育及び保育の内容や法人、
保育所等の使命や目指す方向、考え方を読み取ることができる。
■理念・基本方針には、児童福祉法や保育所保育指針の保育所等・教育及び保
育に関する基本原則が盛り込まれている。

理念や基本方針が明文化されている。1

■理念・方針を事業所内の誰もが見やすい箇所に掲示し、職員配布文書に記載
している。
■理念・方針を会議や研修において取り上げ職員と話し合い共有化を図ってい
る。
■理念・方針の実践を日常の会議等で話し合い実行面の反省をしている。

理念や基本方針が職員に周知・理解され
ている。

2

（評価コメント）
事業計画やパンフレットには、理念や方針が明確に示されており、法の趣旨や人権の尊重、自立支援の精神が反映されている。さ
らに、会社案内に経営理念やミッション（使命）、保育目標、保育方針が明文化されており、全社員が共通の理解を持ち、協力しな
がら乳幼児の福祉向上に努めるとともに、保護者や地域社会の福祉にも積極的に貢献することを掲げている。また、「子どもだか
ら」と安易に妥協するのではなく、子どもたちに本物の体験を提供することの重要性を強く意識した保育を実践している。

■契約時等に理念・方針が理解しやすい資料を作成し、分かりやすい説明をして
いる。
■理念・方針を保護者に実践面について説明し、話し合いをしている。
■理念・方針の実践面を広報誌や手紙、日常会話などで日常的に伝えている。

■中・長期事業計画を踏まえて策定された事業計画が作成されている。
■事業計画が具体的に設定され実施状況の評価が行える配慮がなされている。
■理念・基本方針により重要課題が明確にされている。
■事業環境の分析から重要課題が明確にされている。
■現状の反省から重要課題が明確にされている。
■運営の透明性の確保に取り組んでいる。

事業計画が適切に策定され、計画達成の
ため組織的に取り組んでいる。

4

（評価コメント）
法人本社に保育事業本部を設置し、経営企画部・総務部と連携しながら、野田市を中心にグループ全体で36の施設を運営してい
る。毎月1回以上、全施設の園長・保育所所長・主任が参加する会議を開催し、運営等の重要な課題や方針を決定している。ま
た、職員からの意見や現場での保育に関する課題は、園長・所長が集約し、報告する体制を整えている。さらに、毎月の献立会議
や研修委員会、DV専任担当者を含む各種委員会を開催し、現場の意見や提案を収集している。決定事項については、その都
度、職員全体に報告・連絡し、周知を徹底している。すべての会議ではファシリテーション方式を採用。参加者同士の合意形成や
相互理解を促進し、組織全体の協働を強化する仕組みを取り入れている。

保育所等　項目別評価コメント

評価項目

（評価コメント）
理念や方針は、エントランスや各保育室に掲示するとともに、職員には保育理念・保育方針や子どものリスク管理（アレルギー対応
など）が記載されたポケットサイズの手帳を携帯させている。また、着任前の二泊三日の研修や、入社1・2年目の職員を対象とした
フォローアップ研修では、理念や方針の理解を深めるための取り組みを実施。さらに、各研修においても保育理念・保育方針の浸
透を図っている。年度初めに全社員が集まり、法人代表による所信表明や全体研修を通じて年度方針を発表するキックオフミー
ティングを開催している。

（評価コメント）
利用希望者などが自由に手に取れるよう、A4判カラー全20ページの入所案内（重要事項説明書）を登降所管理端末の近くに設置
している。また、契約時には入所案内を用いながら、理念・方針・サービス内容などを分かりやすく説明し、入所にあたっての同意
書をもらっている。さらに、個人面談・入所式・保護者会・保育参観・懇談会などの機会を活用し、理念や方針が保育の現場でどの
ように反映されているかを報告し、保護者からの質問にも応じている。毎月配布する「保育所だより」などを通じて、保育理念や方針
の実践について発信している。

（評価コメント）
本施設は、児童福祉法などの法律に基づき運営される児童福祉施設であり、入所する子どもの福祉を積極的に推進する「最もふさ
わしい生活の場」であることが求められている。そのため、子どもが健康で安全に、情緒の安定した生活を送れる環境や、自己を十
分に発揮できる環境の整備に取り組んでいる。また、子どもの健全な心身の発達を支えるための保育計画を策定し、その実現に取
り組んでいる。事業計画や保育計画は毎年見直しを行い、前年の実施状況を評価・分析。その結果を踏まえ、新たな重要課題を
明確にし、より充実した計画を策定している。

理念や基本方針が利用者等に周知され
ている。

3

■各計画の策定に当たっては、現場の状況を把握し、職員等の参画や意見の集
約・反映のもとに策定されている。
■方針や計画、課題は会議や研修会等にて説明し、全職員に周知されている。
■年度終了時はもとより、年度途中にあっても、あらかじめ定められた時期、手順
に基づいて事業計画の実施状況の把握、評価を行っている。

事業計画等､重要な課題や方針を決定す
るに当たっては､職員と幹部職員とが話し
合う仕組みがある。

5



（評価コメント）
本法人が職員に求める人材像や役割として、 一人ひとりの成長に寄り添い、子どもとともに育つ喜びを分かち合えること・ 保育の
プロフェッショナルとして高い意識を持ち、責任をもって保育に取り組むこと・ 職員同士が信頼と責任を基盤にチームワークを発揮
できることを重視している。また、職員に求める使命感として、子どもたちの成長を支える専門職であると同時に、最も身近な大人の
一人として、子どもたちの憧れとなる存在であることを掲げている。人材育成の方針は入社案内にも明文化し、就業規則内には職
種や役割ごとの職務内容と権限を明確に定め、職員が自身の役割を理解しやすい仕組みを整えている。評価制度についても、社
内規定に基準と方法を明示することで、客観性・透明性を確保。職員はグループ共通の自己評価を年4回以上実施し、クラスごと
の反省会では上長との対話を通じて現状を確認し、成長につなげる機会を設けている。

■理念・方針の実践面の確認等を行い、課題を把握し、改善のための具体的な方
針を明示して指導力を発揮している。
■職員の意見を尊重し、自主的な創意・工夫が生まれやすい職場づくりをしてい
る。
■研修等により知識・技術の向上を図り、職員の意欲や自信を育てている。
■職場の人間関係が良好か把握し、必要に応じて助言・教育を行っている。
■評価が公平に出来るように工夫をしている。

理念の実現や質の向上、職員の働き甲斐
等に取り組み指導力を発揮している。

事業所の就業関係の改善課題について､
職員（委託業者を含む）などの現場の意見
を幹部職員が把握し改善している。また、
福利厚生に積極的に取り組んでいる。

9

（評価コメント）
働きやすく相談しやすい環境づくりに取り組まれており、有休休暇や育児休暇・リフレッシュ休暇などについても公平に取得できる
ように、人員体制を工夫している。また、就労時間・時間外労働・休暇については本社で管理が行われており、集計されたデータ
が、保育所にフィードバックされている。保育所の勤務はシフト制で行われ、シフトは所長が作成している。ICT化にも取り組み、職
員の利便性の向上、事務負担の軽減、コスト削減、ペーパレス化の実現のため、保育計画書類の入力・管理がPC端末でできるシ
ステムを導入し、各指導計画を電子化することで、書類作成の業務負担が軽減し、管理がしやすくなっている。また、人間関係等、
施設内で相談できないような内容であっても、エリア間交流の浸透で他園の園長や職員に相談し、意見を聞ける環境がつくられて
いる他、本部のＨＲＤ部に直接相談できるオープンな組織づくりが行われている。

■担当者や担当部署等を設置し職員の有給休暇の消化率や時間外労働のデー
タを、定期的にチェックしている。
■把握した問題点に対して、人材や人員体制に関する具体的な改善計画を立て
実行している。
■職員が相談をしやすいような組織内の工夫をしている。
■職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利厚生事業を実施している。
■育児休暇やリフレッシュ休暇等の取得、ワーク・ライフ・バランスに配慮した取り組
みを行っている。

6

全職員が遵守すべき法令や倫理を明示し
周知している。

7

（評価コメント）
本部機能としてHRD部（人材採用・育成部門）を設置し、働きやすい職場環境の整備に努めている。また、各保育所に事務職員を
配置することで、保育士が現場の業務に専念できる体制を整えている。所長・主任を中心に毎週職員会議を開催し、改善点があれ
ば具体的な改善策を示し、指導を行いながら全職員の共通理解を深めている。また、働きがいの向上を目的とした「ドリームプロ
ジェクト」では、職員が音楽・絵本・ICT・ダンス・スポーツ・料理などの分野から興味のあるものを選び、任意で参加できる仕組みを
導入している。保育運営に役立つスキルや才能を伸ばす機会を提供するとともに、職員の創意工夫を評価し、年度末には優れた
取り組みを行った職員を表彰するなど、自由な発想や意見を尊重する環境を整えている。さらに、企業内保育所（企業主導型保育
施設）として、野田市内に「コビープリスクールさくらのさとテラス」を設置。子育て中の職員を支援するとともに、自らが提供する保育
を自身の子どもにも受けさせられる環境を整えている。

■遵守すべき法令や倫理を文書化し、職員に配布されている。
■全職員を対象とした、法令遵守と倫理に関する研修を実施し、周知を図ってい
る。
■プライバシー保護の考え方を職員に周知を図っている。

（評価コメント）
新入職員を対象に、配属前の研修を実施し、保育業務に従事する者として求められる倫理や法令遵守の重要性を周知している。
就業規則内にも倫理規定や法令遵守に関する内容を明記し、職員が必要な時に参照できる環境を整えている。職員には、保育倫
理規定や理念・基本方針、「コビースタッフとしての十戒」が記載されたポケットサイズの手帳の携帯を義務付け、常に確認できるよ
うにしている。また、コンプライアンス遵守のためのルールを体系的に理解できるような取り組みを行い、職員への周知を徹底。加え
て、個人情報の取り扱いに関するマニュアルを作成し、全職員が共通認識を持てるよう努めている。

■人材確保・定着・育成の方針と計画を立て実行している。
■職務の権限規定等を作成し、職員の役割と権限を明確にしている。
■評価基準や評価方法を職員に明示し、評価の客観性や透明性の確保が図られ
ている。
■評価の結果について、職員に対して説明責任を果たしている。

人事方針を策定し、人事を計画的・組織
的に行い、職員評価が客観的な基準に基
づいて行われている。

8



■利用者満足度を把握し改善する仕組みがある。
■把握した問題点の改善策を立て迅速に実行している。
■利用者・家族が要望・苦情が言いやすい雰囲気を作っている。
■利用者等又はその家族との相談の場所及び相談対応日の記録がある。

利用者満足度の向上を意図した仕組みを
整備し、取り組んでいる。

（評価コメント）
園内掲示や会社案内・入所案内へ苦情解決制度を明示しており、入所説明会、園だより4月号で周知している。保護者からの意
見・要望は、主任保育士を苦情受付担当者、所長を苦情解決責任者として対応している。また、職員一人ひとりが苦情に対する理
解を深め適切な対応がとれるよう、苦情対応マニュアルを整備している。もし解決しない場合は、公平な立場による判断と個々の
ケースに配慮した適切な対応が取れるよう、第三者委員と苦情相談委員も設置している。苦情が発生した際には、法人のグループ
ネットワークを通じて共有を行い、防止策や解決策をケーススタディとして学んでいる。ウェブサイトには直接本部に意見を伝えられ
る問い合わせ窓口（メール）がある。

14

■中長期の人材育成計画がある。
■職種別、役割別に能力基準を明示している。
■研修計画を立て実施し、必要に応じて見直している。
■個別育成計画・目標を明確にしている。
■ＯＪＴの仕組みを明確にしている。

職員の教育･研修に関する基本方針が明
示され、研修計画を立て人材育成に取り
組んでいる。

10

■個人情報の保護に関する方針をホームページ、パンフレットに掲載し、また事業
所等内に掲示し実行している。
■個人情報の利用目的を明示している。
■利用者等の求めに応じて、サービス提供記録を開示することを明示している。
■職員（実習生、ボランテイア含む）に研修等により周知徹底している。

個人情報保護に関する規定を公表し徹底
を図っている｡

12

（評価コメント）
個人情報の保護に関する方針を定め、プライバシーポリシーとしてホームページで明示している他、パンフレットに掲載する事で周
知を図っている。職員に対しても、全体研修会で個人情報保護の研修を行い理解浸透に取り組んでいるほか、保育所内ガイドライ
ンを設定して個人情報保護のマニュアルを事業所に置き、周知徹底を図っている。また、個人情報の外部からの不正アクセス対
策、個人情報の破壊・改ざん、漏洩などに対して、安全管理を行い、技術の進歩に合わせた改善をしている。保護者には個人情
報の利用目的を伝えるほか、保育所だより・ブログ等に掲載する写真についても入所時に必ず承諾を得ている。実習生に関して
は、学校側と組織的に保護規定の協定を結ぶほか、オリエンテーション時に個人情報保護についての説明を行っている。

（評価コメント）
利用者満足を向上させるため、年2回のアンケート調査や運動会や発表会のアンケート調査結果を分析し、次年度の計画に活かし
ている。また、保護者が相談しやすい環境を作るよう、日頃から保護者とのコミュニケーションを大切にして保育士から積極的に声
をかけるよう努めている。令和5年7月から、保護者からの要望があった土曜日の給食の提供（実費負担）に応じている。また、以前
行っていた保護者が保育の様子を見学できる日ファミリーデーの再開を検討している。さらに、年一回運営協議会が実施されてお
り、保護者代表・保育所代表・事業所代表・行政、自治体代表による話し合いが行われ、利用者満足度の向上等を検討している。

■子供の尊重や基本的人権への配慮について勉強会・研修を実施している。
■日常の援助では、個人の意思を尊重している。
■職員の言動、放任、虐待、無視など行われることの無いように、職員が相互に振
り返り組織的に対策を立て対応している。
■虐待被害にあった子どもがいる場合には、関係機関と連携しながら対応する体
制を整えている。

全職員を対象とした権利擁護に関する研
修を行い、子どもの権利を守り、個人の意
思を尊重している。

11

13

■保護者に交付する文書に、相談、苦情等対応窓口及び担当者が明記され説明
し周知徹底を図っている。
■相談、苦情等対応に関するマニュアル等がある。
■相談、苦情等対応に関する記録があり、問題点の改善を組織的に実行してい
る。
■保護者に対して苦情解決内容を説明し納得を得ている。

苦情又は意見を受け付ける仕組みがあ
る。

（評価コメント）
人材育成の方針を明文化し、長期的な展望（キャリアパス）も示している。求める人材像を軸に入社年数に応じた研修でスキルの向
上を図り、職員を育成している。また、主任候補や園長候補にはキャリアに応じた人材育成計画を策定している。グループ合同で
行う行事については、実行委員会を立ち上げ、委員長をはじめとした役割を担うことがリーダーシップ研修となっている。所長を含
め職員は、年4回チェックリストを用いた自己評価を行い、上長との個人面談（所長については本部役員）の資料としている。それら
をもとに、職員一人ひとりが納得のいく課題・目標が設定され、個別人材育成計画が作成されている。また、保育士のスキルは、知
識のほかに経験によって習得されるものが多いことから、ＯＪＴの仕組みを明確にし、先輩保育士による指導によって職員一人ひとり
のスキルアップが図られている。

（評価コメント）
児童福祉の理念に基づく保育の提供を行うことを基本に、入社前の研修時に法律の基本方針、児童権利宣言を確認させるだけで
なく、毎年職員に配布するハンドブックにも一連の内容を記載し、いつでも反復できるようにしている。また、複数担任制を導入し、
日々の言動を互いに確認し合うことで、子どもに対する不適切な対応が起こらないよう細心の注意を払っている。さらに、年4回の自
己評価を実施し、自らを振り返る機会を設けることで、保育の質を高める仕組みを整えている。また、日常的に異年齢交流保育（マ
トリクス保育）を取り入れ、担任以外の職員も子どもたちの成長や変化を把握できる体制を構築している。虐待の疑いがある利用者
の情報を得た場合は、虐待対応マニュアルに沿って速やかに対応し、本部の支援を受けながら、関係機関とも連携を図っている。



■教育及び保育の開始にあたり、理念に基づく教育及び保育方針や内容及び基
本的ルール等を説明している。
■説明や資料は保護者に分かりやすいように工夫している。
■説明内容について、保護者の同意を得るようにしている。
■教育及び保育の内容に関する説明の際に、保護者の意向を確認し、記録化し
ている。

教育及び保育の開始に当たり、教育及び
保育方針や内容等を利用者に説明し、同
意を得ている。

18

保育所等の理念や教育及び保育方針・目
標に基づき全体的な計画が適切に編成さ
れている。

19

■問合せ及び見学に対応できることについて、パンフレット、ホームページ等に明
記している。
■問合せ又は見学に対応し、利用者のニーズに応じた説明をしている。

保育所等利用に関する問合せや見学に
対応している。

17

（評価コメント）
保育所の利用に関する問い合わせや見学については、ホームページやパンフレットに記載されており、随時対応することが出来る
ようになっている。園内の見学や案内・説明等は主任または園長が行い、パンフレット等を使用し、園の理念や方針・サービス提供
について説明を行っている。見学の案内では、実際に行っている保育の様子を見せるほか、目指している保育の考え方、動画公
開している保育について、シェフ監修のレシピ、人材紹介などホームページ上の多彩なコンテンツを説明している。また、情報公開
の一環として、行政開催のイベントにて行事や活動の写真や制作物の展示などを行っている。さらに、法人案内、園だより、献立
表、年間行事予定表、料金表を配付している。これらの取り組みにより、保育所利用希望者から選ばれる保育所を意識している。

（評価コメント）
保育所利用開始時に保護者に面接を行い、入所案内に沿って、理念・保育目標・重要事項等について説明を行うとともに必要に
応じて質疑応答に応じている。また、保護者の保育に関する意向も確認し、その内容を面接記録用紙に記載している。情報提供の
手段として園だよりは重要なツールとしており、毎月の保育内容を動画で見られるAR（拡張現実）技術を取り入れることで、よりリアリ
ティーのある情報提供を行っている。また、ICTシステムを導入して行事予定を配信するなど、保護者に対する情報提供のデジタル
化を行っている。

（評価コメント）
全体的な計画は、入所から就学に至る在籍期間の全体にわたって、どのような道筋をたどり、養護と教育が一体となった保育を進
めていくのかを示すものであり、保育理念、保育目標、内容とねらい、指導、援助、年間計画などの目標を達成するための大枠とし
て作成している。保育の目標を達成するために、子どもの背景にある家庭や地域の実態を考慮している。また、子ども達が豊かな
体験ができるようにするために、独自の「マトリクス保育」や「異文化交流保育」を盛り込んでいる。実際に全体的な計画を策定する
には、原案を作ったのちに各部署でミーティングを行い、目標を達成するための取り組みの在り方を検討しながら策定を進めること
としている。

■全体的な計画は児童憲章、児童の権利に関する条約、児童福祉法、保育所保
育指針などの趣旨をとらえて作成している。
■全体的な計画は、教育及び保育の理念、方針、目標及び発達過程などが組み
込まれて作成されている。
■子どもの背景にある家庭や地域の実態を考慮して作成されている。
■施設長の責任の下に全職員が参画し、共通理解に立って、協力体制の下に作
成されている。

（評価コメント）
安心して委ねられる保育環境と、感動を与える高品質な保育の提供を通して、豊かな地域社会作りと地域の発展に貢献するため
に、保育内容について、詳細な実践の記録を残しており、サービスの改善を図るためＰＤＣＡサイクルに基づいた取り組みを行って
いる。改善にあたって保護者アンケートや行事ごとのアンケート・連絡帳の記述・保育参観の参加者等の感想等、保護者の意見を
集約し参考にしている。職員からの提案は職員会議で取り上げて、保育内容・サービスの改善に反映させている。また、定期的に
受審している第三者評価の結果を公表することで、保護者や地域に対して社会的責任を果たしている。

■教育及び保育の質について自己評価を定期的に行う体制を整備し実施してい
る。
■教育及び保育の質向上計画を立て実行し、ＰＤＣＡサイクルを継続して実施し恒
常的な取り組みとして機能している。
■自己評価や第三者評価の結果を公表し、保護者や地域に対して社会的責任を
果たしている。

教育及び保育内容について、自己評価を
行い課題発見し改善に努め、教育及び保
育の質の向上を図っている。

15

■業務の基本や手順が明確になっている。
■分からないときや新人育成など必要に応じてマニュアルを活用している。
■マニュアル見直しを定期的に実施している。
■マニュアル作成は職員の参画のもとに行われている。

提供する教育及び保育の標準的実施方
法のマニュアル等を作成し、また日常の改
善を踏まえてマニュアルの見直しを行って
いる。

16

（評価コメント）
あらゆる状況に応じて適切な判断が取れるように、業務マニュアル・感染予防マニュアル・安全管理マニュアル・衛生管理マニュア
ル・災害マニュアル・農薬や殺虫剤使用に関するマニュアルなど、細分化され整備されたマニュアルがある。また、各保育所ではマ
ニュアル作り担当が配置されており、職員が中心となって話し合いながら、自所に合う内容となるよう基本事項を押さえつつマニュ
アルの見直し改定を行っている。災害マニュアルについては、事業継続計画の一環としてグループ園全園を対象とした新たなマ
ニュアルが用意されており、各保育所で職員体制のあり方や必要度が高い備蓄品の見直し等も行っている。



■子ども同士の関係をより良くするような適切な言葉かけをしている。
■けんかやトラブルが発生した場合、危険のないように注意しながら、子供達同士
で解決するように援助している。
■順番を守るなど、社会的ルールを身につけていくように配慮している。
■子どもが役割を果せるような取組みが行われている。
■子どもが自発性を発揮し、友だちと協同して活動できるよう援助している。
■異年齢の子どもの交流が行われている。

遊びや生活を通して人間関係が育つよう
配慮している。

23

（評価コメント）
子ども達が好きな遊びを思う存分できるように、一日の活動の中で自由に遊べる時間を確保している。従前からの取り組みとして、
遊ぶ際に使う玩具や遊具は、キャラクターに頼らないものを子どもの発達に合わせて提供している。また、子ども達は園庭で毎日外
遊びをしているほか、運動能力の向上を図るために、専任の体育指導員が定期的に子どもたちを指導し、普段は職員がそれを引
き継ぐ形で運動あそびを行っている。子どもの意欲向上と自発性な行動を促すために、サッカー保育や「よさこい」を取り入れてい
る。チーム対抗のサッカーや年長児のよさこいは子ども達が自主的な意欲を見せ、年少児クラスも周りで見て刺激される活動となっ
ている。

（評価コメント）
保育所周辺には雑木林等があり、園庭にも7本のイチョウの木が植わり、花や虫たちも季節によって変わるなど、季節の移ろいを感
じられ自然を満喫できる環境である。また、花壇の一角に菜園を造り、多彩な季節の植物や野菜を育てている。一例ではあるが、さ
つまいもを栽培し、収穫した土のついたものに触れたり、かまどを使って調理して芋煮汁を作って食べたりしている。地域社会との
関わりについては、小学生の町探検の受け入れと防災訓練の際の消防車を手配、交通安全指導や防犯避難訓練を実施した。新
型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、地域との関わりが困難になっていたが、現在は、野田夏祭りでのよさこいの披露・中学校の
職場体験、高校の図書委員による読み聞かせなど、地域との関わりを取り戻しつつある。また、高齢者施設で発行している機関紙
に子供たちが描いた絵を掲載していただくなどの対応に切り替え関係を維持している。

（評価コメント）
保育所では日常的に、「異年齢児交流保育」と「年齢別保育」を融合した「マトリクス保育」が行われており、異年齢児交流保育によ
りリーダーシップや思いやりを育み、年齢別保育でしつけや基本的な生活習慣を学ぶなど、遊びや生活を通して子ども同士の人間
関係が育つように取り組んでいる。また、保育士の手伝いや号令等の当番活動を通して、仲間との人間関係や役割を果たす喜び
と責任感を養っている。子ども同士のけんかやトラブルが発生した場合は、必要に応じて保育士が介入する一方で、子ども同士で
解決できるように支援している。保護者に対しては、責任の所在は保育所にあると明確に示して、状況を知らせるとともに保護者同
士の直接的な関わりは極力避けるように徹底している。

（評価コメント）
年間指導計画は全体的な計画に基づいて作成されるものとしており、保育内容や方法をより具現化したものとなっている。そして、
年間指導計画をもとに短期計画として、期案・月案・週案の原案を作成している。計画作成にあたっては、子どもの発達過程・生活
の連続性・季節の変化など、あらゆる事項を考慮して作成することとしている。計画には、具体的なねらいや内容を盛り込んでおり、
そのねらいを達成するために、保育内容、保育人材、保育環境を整えることに努めている。また、3歳未満児、障がい児など、特別
な配慮が必要な子どもに関しては、個別計画を作成し、療育との連携や巡回指導を受けるなど、必要に応じて見直しと改善を行っ
ている。

■子どもが安心感と信頼感をもって活動できるよう、子どもの主体としての思いや願
いを受け止めている。
■子どもの発達段階に即した玩具や遊具などが用意されている。
■子どもが自由に素材や用具などを自分で取り出して遊べるように工夫されてい
る。
■好きな遊びができる場所が用意されている。
■子どもが自由に遊べる時間が確保されている。
■教育及び保育者は、子どもが主体性を発揮できるような働きかけをしている。

子どもが主体的に活動できる環境が整備
されている。

21

■子どもが自然物や動植物に接する機会を作り、教育及び保育に活用している。
■散歩や行事などで地域の人達に接する機会をつくっている。
■地域の公共機関を利用するなど、社会体験が得られる機会をつくっている。
■季節や時期、子どもの興味を考慮して、生活に変化や潤いを与える工夫を日常
教育及び保育の中に取り入れている。

身近な自然や地域社会と関われるような
取組みがなされている。

22

■全体的な計画に基づき、子どもの生活や発達を見通した長期的な指導計画と短
期的な指導計画が作成されている。
■乳児、１歳以上３歳未満児、障害児等特別配慮が必要な子どもに対しては、個
別計画が作成されている。
■発達過程を見通して、生活の連続性、季節の変化を考慮し、子どもの実態に即
した具体的なねらいや内容が位置づけられている。
■ねらいを達成するための適切な環境が構成されている。
■指導計画の実践を振り返り改善に努めている。

全体的な計画に基づき具体的な指導計
画が適切に設定され、実践を振り返り改善
に努めている。

20



27

■子どもの健康に関する保健計画を作成し、心身の健康状態や疾病等について
把握・記録され、嘱託医等により定期的に健康診断を行っている。
■保護者からの情報とともに、登所時及び教育・保育中を通じて子どもの健康状態
を観察し、記録している。
■職員に乳幼児突然死症候群（SIDS)に関する知識を周知し必要な取り組みを行
い、保護者に対して必要な情報を提供している。
■子どもの心身の状態を観察し、不適切な養育の兆候や、虐待が疑われる場合に
は、所長に報告し継続観察を行い記録している。

子どもの健康状態、発育、発達状態が適
切に把握し、健康増進に努めている。

特別な配慮を必要とする子どもの教育及
び保育

24

（評価コメント）
日々の送迎時も含めて、保護者との間で子どもの発達や育児についての情報交換が行われており、保護者とのコミュミケーション
を通じて信頼関係の構築と相談しやすい環境づくりを行っている。保護者からの相談のうち子ども同士のトラブルが最も多いため、
その内容は上長へ報告されて必要に応じて対応している。新型コロナウイルス感染症の拡大により、保育の見学機会(Family Day)
は自粛していたが、現在は再開を目指している。
就学に向けて、就学前に児童要録を小学校に届ける際に、小学校の職員と保育所の職員とで情報伝達の機会を設け、子どもの様
子について申し送りを行うなど連携を図っている。地域の状況については、市で開催している幼保小(幼稚園・保育園・こども園・小
学校)連絡会に参画し、地域ブロックにわかれて交流会を行い、情報共有や相互理解を深めている。

（評価コメント）
子ども一人ひとりの健康管理に対する取り組みとしては、健康診断を年に2回・歯科検診を年に1回・尿検査を年2回（2歳児以上）・
視力検査を年1回（5歳児）・発育測定を毎月実施しており、その結果は保護者に情報提供をしている。
毎日の健康チェックとしては、登降所時のマニュアルに従って、子どもの様子やこころの状態を把握している。子どもへの投薬につ
いては、「与薬補助依頼書」と医師より処方された１回分の薬を専用の薬ケースで預かり、看護師と保育士が確認したうえで子ども
に投薬している。
ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）対策として、５分間隔のブレスチェックはもとより、子どもだけにしない、窒息のおそれがあるものを置
かない、顔が見える環境などを原則としている。ブレスチェック時も、口の中に異物がないか、嘔吐していないか、仰向けの姿勢や
顔色についても確認している。子どもの保育にあたる職員の健康状態についても、体調・体温・せき・下痢の有無を毎日報告するこ
ととし、健康状態の優れない職員は保育に就くことができないことになっている。

（評価コメント）
保育所には障がい児保育の経験のあるスタッフを配置しており、より専門的な支援を提供することが出来るようになっている。現在、
特別な配慮が必要な子どもが在籍しており、個別指導計画をもとに職員全員で共通理解を図りながら保育を行っている。また、障
がい児保育の経験があるスタッフから経験のないスタッフに助言を行ったり、経験のないスタッフを中心に研修に参加して保育現場
にフィードバックしたりするなど、障がい児に対する質の高い保育を提供する体制を整えている。また、市の巡回指導や療育分野を
専門にしている外来療育相談と連携し、情報交換を行っている。メインで障がい児保育に携わる職員については、嘱託医や自治
体をはじめとした関係機関の担当者との連携が役割の一つとなっている。

■子ども同士の関わりに対して配慮している。
■個別の指導計画に基づき、きめ細かい配慮と対応を行い記録している。
■個別の指導計画に基づき、保育所等全体で､定期的に話し合う機会を設けてい
る。
■障害児教育及び保育に携わる者は､障害児教育及び保育に関する研修を受け
ている。
■必要に応じて､医療機関や専門機関から相談や助言を受けている。
■保護者に適切な情報を伝えるための取組みを行っている。

在園時間の異なる子どもに対して配慮が
なされている。

25

■一人ひとりの保護者と日常的な情報交換に加え、子どもの発達や育児などにつ
いて、個別面談、教育及び保育参観、参加、懇談会などの機会を定期的に設け、
記録されている。
■保護者からの相談に応じる体制を整え、相談内容が必要に応じて記録され上司
に報告されている。
■就学に向けて、保育所等の子どもと小学校の児童や職員同士の交流、情報共
有や相互理解など小学校との積極的な連携を図るとともに、子どもの育ちを支える
ため、保護者の了解のもと、認定こども園園児指導要録及び保育所児童保育要録
などが保育所等から小学校へ送付している。

家庭及び関係機関との連携が十分図られ
ている。
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（評価コメント）
長時間保育を行う際には、子どもが快適に過ごすことができる環境が重要だとしており、ゴザやカーペットを敷いた専用の部屋を用
意し、疲れても寝転がることが出来るようにしている。延長保育は20時まで対応しており、18時には補食の提供も行っている。保育
士の勤務体制はシフト制を採用しているが、朝のお迎えからお迎えまで一貫性のある保育が提供できるように、引継ぎ事項は口頭
による伝達・引継ぎノートへの記載のほか、法人専用のグループウェアを使用して確認が行える。子どもの状況について報告が必
要なことがあれば、保護者に対してお迎えの時に説明をしている。

■引き継ぎは書面で行われ、必要に応じて保護者に説明されている。
■担当職員の研修が行われている。
■子どもが安心・安定して過ごせる適切な環境が整備されている。
■年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに配慮している。



■事故発生時の対応マニュアルを整備し職員に徹底している。
■事故発生原因を分析し事故防止対策を実施している。
■設備や遊具等保育所等内外の安全点検に努め、安全対策のために職員の共
通理解や体制づくりを図っている。
■危険箇所の点検を実施するとともに、外部からの不審者等の対策が図られてい
る。

事故発生時及び事故防止対策は適切に
行われている。

（評価コメント）
事故発生時にはその時の状況と対応を事故発生記録にまとめ、ヒヤリハット報告はICTシステムに入力し、それぞれ、その内容を職
員間で共有し、今後の対策について検討を行っている。事故発生時における応急処置の対応については、項目を分けて記載して
あるマニュアルを整備しており、その内容を職員間で共有している。また、日常の保育の中で、遊具や設備の点検を行い、不具合
が見つかった場合には早急に修繕するなど安全対策を行っている。防犯に関しては日常的に地域や行政から不審者情報の収集
を行うほか、地域の警察の協力のもと「総合防犯訓練」を実施し、不審者への対応法や子ども達の避難、常備しているサスマタの取
り扱い方法などの実践的な訓練も行われている。来訪者にはネームタグの着用を義務付けており、識別を容易に出来るようにして
いるほか、面識のない人の来訪の場合には、インカムを使って全職員に連絡する体制をとっている。

感染症、疾病等の対応は適切に行われて
いる。
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（評価コメント）
快適な保育環境の維持のために、室内が備品等で散乱しないように整理整頓を毎日行いうほか、室内の清掃やトイレ清掃は担当
制を採用し、衛生管理マニュアルに沿ってチェック表を用いて確実に清掃と消毒を行っている。また、徹底した保育室の換気を
行っている。
手洗い場は自動水栓化されており、子ども一人ひとりに対して、看護師や保育士が日常の保育の中でハンドソープを使って手洗い
をして、余分な水分をペーパータオルで拭き取るといった手洗いの指導をしている。

環境及び衛生管理は適切に行われてい
る。
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（評価コメント）
感染症・疾病・救急対応のマニュアルが策定されており、内容の確認を定期的に行っている。特に、吐しゃ物の除去などは適切に
対応出来るようにしている。普段の保育では、看護師が保育中の各クラスを巡回し、子どもの健康状態を把握している。近隣で感染
症の流行があった場合は、保護者に対して口頭で情報発信をしたり、ICTシステムでタイムリーに注意喚起を行ったりしている。新
型コロナウイルスへの対応として、登園時の検温・こまめな消毒・決まった時間での換気・適切な湿度の管理・食事の際の飛沫防止
用のパーテーションの設置による感染症予防対策などを行っていたが、現在はパーテーションの設置以外は継続している。また、
保護者は極力保育室に入らず、子どもの受け入れや引き渡しは保育室の外で行うようにしており、着替え等も職員が預かり、それ
ぞれのロッカーに保管している。

（評価コメント）
給食業務の質の向上と新メニューの開発を行うために、グループ全体の調理部門が定期的に献立検討会議を行っている。調理ス
タッフの技術向上のため、社内でスイーツコレクション(コンテスト)を開催し、優秀作品を月1回採用している。
食育の基本は「おいしい」という体験・よろこびという考えから、おいしさを追求した昼食・おやつを提供している。毎月1か月分の献
立を作成しており、10種以上の新メニューが考えられている。日常の保育では、食べ残しや偏食は可能な限りなくすように努める
が、強制はせず、毎日の食事の中で徐々に改善できるようにしている。アレルギー児や障がいのある子どもには、嘱託医とかかりつ
け医の指示のもと適切に対応した食事を提供している。宗教食は除去食ではなく可能な限り代替食を提供するようにしている。配
膳時は誤食を防ぐため食札を付けるだけでなく、職員間で声だしの確認をしながら行い、食事中はテーブルを別にするとともに、必
ず保育士が見守り・誤食・誤飲の防止に努めている。

■教育及び保育中に体調不良や傷害が発生した場合には、その子どもの状態等
に応じて、保護者に連絡するとともに、適宜、嘱託医や子どものかかりつけ医等と
相談し、適切な処置を行っている。
■感染症やその他の疾病の発生予防に努め、その発生や疑いがある場合には、
必要に応じて嘱託医、市町村、保健所等に連絡し、その指示に従うとともに、保護
者や全職員に連絡し、協力を求めている。
■子どもの感染・疾病等の事態に備え、医務室等の環境を整え、救急用の薬品、
材料等を常備し、適切な管理の下に全職員が対応できるようにしている。

■食育の計画を作成し、教育及び保育の計画に位置付けるとともに、その評価及
び改善に努めている。
■子どもが自らの感覚や体験を通して、自然の恵みとしての食材や調理する人へ
の感謝の気持ちが育つように、子どもと調理員との関わりなどに配慮している。
■体調不良、食物アレルギー、障害のある子どもなど、一人一人の子どもの心身の
状態等に応じ、嘱託医、かかりつけ医等の指示や協力の下に適切に対応してい
る。
■食物アレルギー児に対して誤食防止や障害のある子どもの誤飲防止など細かい
注意が行われている。
■残さず食べることや、偏食を直そうと強制したりしないで、落ち着いて食事を楽し
めるように工夫している。

食育の推進に努めている。29

■施設の温度、湿度、換気、採光、音などの環境を常に適切な状態に保持すると
ともに、施設内外の設備及び用具等の衛生管理に努めている。
■子ども及び職員が、手洗い等により清潔を保つようにするとともに、施設内外の
保健的環境の維持及び向上に努めている。
■室内外の整理、整頓がされ、子どもが快適に過ごせる環境が整っている。



（評価コメント）
災害対策マニュアルを整備して、子ども達やスタッフの安全を確保するための行動、手順、役割分担を示し、災害発生時に冷静な
判断を下し、適切な対応を取ることで、被害を最小限に抑えることを目指している。また、災害発生時に使用する各種器具・機器の
定期点検を行っており、園庭の倉庫に備蓄品を保管している。震度3以上の地震が発生した場合には、全園児の安全確認と園舎
全体の点検を行い本部に報告するほか、保護者へは連絡帳アプリで報告を行っている。地震・火災・自然災害を想定した月1回以
上の自主避難訓練をおこなうほか、心臓マッサージや自動体外式除細動器（AED）の使用法などを学ぶための救急救命講習の受
講など、万が一の事態に適確かつ迅速な対応が出来るようしている。

（評価コメント）
地域における子育て支援として、園庭開放を毎月1回行っており、市の広報誌・市のホームページ、園だよりで開放日を告知してい
る。園庭開放を行う際には、来園者に対して身体測定や手足型を行い、表紙をつけて成長の記録として配布しているほか、制作や
戸外遊びはカリキュラムを立てて実施している。また、希望者には園見学を実施している。子どもと地域の人々との交流を広げるた
め、地域の小学1年生との交流・年長児の小学校体験・小学生の町探検学習の受け入れ・中学生の職業体験の受け入れ・消防車
見学での消防士との交流、交通安全指導での警察官との交流などが盛んに行われている。

■地域の子育てニーズを把握している。
■子育て家庭への保育所等機能を開放（施設及び設備の開放、体験保育等）し
交流の場を提供し促進している。
■子育て等に関する相談・助言や援助を実施している。
■地域の子育て支援に関する情報を提供している。
■子どもと地域の人々との交流を広げるための働きかけを行っている。

地域ニーズを把握し、地域における子育
て支援をしている。
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■地震・津波・火災等非常災害発生に備えて、役割分担や対応等マニュアルを整
備し周知している。
■定期的に避難訓練を実施している。
■避難訓練は消防署や近隣住民、家庭との連携のもとに実施している。
■立地条件から災害の影響を把握し、建物・設備類の必要な対策を講じている。
■利用者及び職員の安否確認方法が決められ、全職員に周知されている。

地震・津波・火災等非常災害発生時の対
策は適切に行われている。
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